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十
二
月
の
行
政
相
談

〈
木
造
会
場
〉

日　

時　

八
日（
金
）・
二
十
二
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
二
時

場　

所　

木
造
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室

　
　
　
　

行
政
相
談
員　

小
田
原
一
次　

氏

　
　
　
　
　

木
造
千
年
九－

一

電
話　

四
二－

三
二
五
七

〈
森
田
会
場
〉

日　

時　

十
五
日（
金
）午
前
十
時
〜
正
午

場　

所　

 

森
田
高
齢
農
業
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

行
政
相
談
員　

佐
藤
朋
子　

氏

　
　
　
　
　

森
田
町
床
舞
豊
原
八
四－

二

　
　
　
　
　
　

電
話　

二
六－

二
三
七
〇

〈
稲
垣
会
場
〉

日　

時　

六
日（
水
）午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場　

所　

稲
垣
公
民
館

　
　
　
　

行
政
相
談
員　

藤
田
明
夫　

氏

　
　
　
　
　

稲
垣
町
豊
川
酒
田
二
七

電
話　

四
六－

三
八
六
〇

十
二
月
の
人
権
擁
護
相
談

〈
木
造
会
場
〉

日　

時　

十
二
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場　

所　

木
造
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
訓
練
室

〈
森
田
会
場
〉

日　

時　

五
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場　

所　

森
田
高
齢
農
業
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

〈
稲
垣
会
場
〉

日　

時　

六
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場　

所　

稲
垣
公
民
館

〈
車
力
会
場
〉

日　

時　

四
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場　

所　

車
力
ふ
れ
あ
い
会
館

総
合
な
ん
で
も
相
談

〈
柏
会
場
〉

　

行
政
一
般
に
関
す
る
こ
と
、
心
配
ご
と
、
悩

み
ご
と
、
そ
の
他
な
ん
で
も
相
談
下
さ
い
。

日　

時　

七
日（
木
）午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場　

所　

柏
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

相
談
員　

鈴
木
克
隆　

氏

　
　
　
　
　

柏
鷺
坂
清
見
六
二－

四
二

　
　
　
　
　
　

電
話　

三
五－

二
〇
四
二

十
二
月
の
献
血

日
時
・
場
所　

　

十
五
日（
金
）

　
　

マ
ル
ハ
ン
青
森
柏
店
前

　

午
前
十
時
〜
正
午　
　

　

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

　

十
七
日（
日
）

　
　

ジ
ャ
ス
コ
柏
店
前 

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

　

十
八
日（
月
）

　

市
役
所
車
力
支
所
前

　
　

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
〇
時
十
分

　

航
空
自
衛
隊
車
力
分
屯
基
地

　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分

農
業
委
員
会
農
家
相
談
に
つ
い
て

　

農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等
の
農
家
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
相
談
し
た
い
方
は
、
左
記
の
日

時
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

十
二
月
二
十
一
日（
木
）

　

午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午　
　
　

稲
垣
支
所

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時　

車
力
支
所

問
い
合
わ
せ
先

つ
が
る
市
農
業
委
員
会
事
務
局　

電
話　

二
五－

三
八
二
〇

街
路
灯
の
消
灯
に
つ
い
て

　

冬
期
間
は
降
雪
の
た
め
、
古
田
川
沿
線
の
歩

道
が
通
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
歩
道
に

設
置
さ
れ
た
街
灯
を
左
記
期
間
に
お
い
て
消
灯

い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
消
灯
期
間
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

消
灯
期
間

　

平
成
十
八
年
十
二
月
中
旬
〜

　

平
成
十
九
年
三
月
中
旬
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所　

下
水
道
課

電
話　

四
二－

二
五
九
三
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車
力
柾
子
岳
ス
キ
ー
場
の

休
止
に
つ
い
て

　

施
設
の
老
朽
化
と
利
用
者
の
減
少
等
に
よ
り

「
車
力
柾
子
岳
ス
キ
ー
場
」
を
し
ば
ら
く
の
間

休
み
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
　
　
　
　

電
話　

四
二－

一
一
九
三

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
統
計

調
査
に
御
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
十
八
年
工
業
統
計
調
査
を
十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
今
年
十
二
月

か
ら
来
年
一
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課　

統
計
係

　

電
話　

四
二－

二
三
七
二

国
道
１０１
号
五
所
川
原
西
バ
イ
パ
ス

環
境
調
査
報
告
書
の
閲
覧

　

青
森
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
五
所
川
原
西

バ
イ
パ
ス
事
業
の
一
環
と
し
て
「
環
境
調
査
報

告
書
」
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　

十
二
月
一
日（
金
）〜
十
四
日（
木
）

　
　
　
　
　

 

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
土
・
日

を
除
く
）

閲
覧
場
所　

市
役
所　

建
設
部
土
木
課

　
　
　
　
　

青
森
河
川
国
道
事
務
所

問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省　

東
北
地
方
整
備
局

青
森
河
川
国
道
事
務
所　

調
査
第
二
課

電
話 

〇
一
七－

七
三
四－

四
五
七
〇

 

印
鑑
登
録
証
交
換
に
つ
い
て

　

つ
が
る
市
誕
生
に
伴
い
、
旧
町
村
で
発
行
さ

れ
た
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
・
手
帳
）
と
引
き

換
え
に
つ
が
る
市
の
新
カ
ー
ド
に
交
換
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
早
め
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
交
換
場
所
… 

市
役
所
及
び
各
支
所
（
イ
オ
ン

出
張
所
を
除
く
）

　

※ 

旧
町
村
の
窓
口
ご
と
に
新
し
い
カ
ー
ド
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
参
す
る
も
の
… 

旧
町
村
で
発
行
さ
れ
た
印
鑑
登

録
証
（
カ
ー
ド
・
手
帳
）

●
交
換
期
限
… 

期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
庁

の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
代
理
の
方
で
も
交
換
で
き
ま
す
。

●
手
数
料
…
無
料
で
交
換
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所　

市
民
課

電
話　

四
二－

一
一
〇
八

平
成
十
八
年
度
排
水
設
備
配
管
工
認
定
講
習
・

責
任
技
術
者
更
新
講
習
及
び
配
管
工
更
新
講
習

　

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部
で
は
左
記
の

認
定
講
習
を
行
い
ま
す
の
で
希
望
す
る
方
は
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
配
管
工
認
定
講
習 

受
講
料　

四
千
円

　

平
成
十
九
年
一
月
二
十
五
日（
木
）

◆
責
任
技
術
者
更
新
講
習 

受
講
料　

四
千
円

　

平
成
十
九
年
一
月
二
十
六
日（
金
）

◆
配
管
工
更
新
講
習 
受
講
料　

三
千
円

　

平
成
十
九
年
一
月
二
十
九
日（
月
）

◆
申
込
書
の
配
布　

十
二
月
五
日（
火
）〜

◆
受
付
期
間

　

十
二
月
五
日（
火
）〜
十
二
月
二
十
一
日（
木
）

◆
講
習
会
場　

プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
川
原

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所　

下
水
道
課

電
話　

四
二－

二
五
九
三

現
況
届
の
提
出
が

原
則
不
要
と
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の
現
況
（
生

存
）
確
認
は
、
今
年
十
月
か
ら
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
、

十
二
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
現
況
届
の
提
出
は
原

則
と
し
て
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
①
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る

本
人
基
本
情
報
と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
情
報
が
相
違
し
、
住
民
票
コ
ー

ド
を
確
認
で
き
な
い
方
②
外
国
籍
（
外
国
人
登

録
）
の
方
③
外
国
に
居
住
し
て
い
る
方
、
は
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
①
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
て
い
る

場
合
は
「
生
計
維
持
確
認
届
」
②
障
害
の
程
度

の
確
認
の
た
め
に
「
診
断
書
」
の
提
出
が
必
要

な
と
き
の
場
合
は
、
現
況
届
以
外
の
届
が
引
き

続
き
必
要
で
す
。

※ 

提
出
が
必
要
な
方
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
受
給
者
の
皆
様
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所　

市
民
課　

国
民
年
金
係

電
話　

四
二－

一
一
〇
八

平成19年　新 年 祝 賀 会
開 催 日　平成19年1月4日（木）午前10時30分～
開催場所　生涯学習交流センター「松の館」交流ホール
会　　費　1,500円
申込期間　12月11日（月）～21日（木）
申込方法　 会費を添えて、市役所総務課、各支所総務財政課又はつ

がる市商工会のいずれかへ直接申し込みください。
　※席に限り（300席）がありますのでお早めに申し込みください。
主　　催　つがる市
申し込み・問い合わせ先　　市役所 総務課　電話 ４２－１１０５
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　平成19年収入分（平成20年春申告分）から、農業所得簡易計算（農業所得標準）が廃止されます。
※ 農業所得簡易計算の廃止に伴い、農産物の家事消費等の目安となる金額についても、平成19年分から廃止さ
れます。

　農業所得の申告は、実際の収入金額から必要経費を差し引いて所得金額を計算する「収支計算」が原則です。
　これまで、収支計算が困難な小規模の米作農家の方々については、申告の目安として「農業所得簡易計算」
を適用して申告されていた方がおられましたが、平成18年分を最後に簡易計算が廃止され、平成19年収入分の
確定申告から収支計算により農業所得を計算することになります。

◆収支計算とは…
　 　農業所得の計算は、実際の販売収入金額と家事消費金額などの合計金額から、実際の必要経費を差し引い
て計算することになります。
◆収支計算を行うには…
　 　収支計算を行うためには、収入金額や必要経費に係る請求書、領収書等の保存と日々の記録が必要です。
その年の1月1日から12月31日までの1年間の農業に関する収入と必要経費の分かる書類を保存することを習
慣付けてくださるようお願いします。
　　 書類の整理については、整理箱を用意して領収書等を保管整理しておくと良いでしょう。
　　 なお、市役所税務課に「農業収支記録帳」（簡易な計算表）を置いておりますので、是非ご利用ください。
◆収支計算に必要な書類…
　①収入金額の分かる書類　　例） 仮渡金計算書、出荷伝票、納品書（控）、領収書（控）、預金通帳、補助金

等雑収入の金額の分かるもの
　②必要経費の分かる書類　　例）農業用資材・水利費、農業用資産等の領収書、農業用資産の納税通知書等

問い合わせ先　　市役所 税務課　電話 ４２－１１０７

農業所得簡易計算（農業所得標準）で申告をされている皆様へ

　かつての地域の生活文化であった「わらの文化」を見直し、わら細工技術やわら文化の伝承・普及、稲わら
の付加価値化を目的とした「稲わら工芸講習会」を開催します。前回の参加者からは「わらのいろいろな可能
性を知ることができました」という感想が寄せられました。希望する回のみの参加も可能です。お気軽にご参

加ください。

日　時

月　日 《昼の部》
午後 1：30～午後 3：30

《夜の部》
午後 6：30～午後 8：30

12／12 ㈫ クリスマス＆お正月リース クリスマス＆お正月リース
12／13 ㈬ マスコット人形 ミゴほうき
12／14 ㈭ 花さし 馬

場　所　つがる市生涯学習交流センター「松の館」（創作コーナー）
内　容　稲わらを使った工芸品の制作等
参加費　無　料
定　員　各回15名（先着順・大人を対象とさせていただきます）
講　師　•村上裕介　•稲垣「藁の会」
　※12月11日（月）までにお申込みください。

　　　申し込み・問い合わせ先　　市役所 企画課　電話 ４２－２３７２　FAX ４２－３０６９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail　kikaku@city.tsugaru.aomori.jp

稲わら工芸講習会のお知らせ
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大
縄
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り

　

稲
垣
「
藁
の
会
」
で
は
、
わ
ら
縄
を
使
っ
た

大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
大
き
な
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
午
後
か
ら
は
稲
わ
ら
を
使
っ
た
ク
リ
ス

マ
ス
飾
り
を
作
る
予
定
で
す
。

日　

時　

十
二
月
十
七
日（
日
）午
前
十
時
〜

場　

所　

稲
垣
交
流
セ
ン
タ
ー

※
参
加
は
無
料
。
申
し
込
み
も
不
要
。

問
い
合
わ
せ
先

稲
垣
「
藁
の
会
」
事
務
局　

長
瀬

　

市
役
所
企
画
課

電
話　

四
二－

二
三
七
二

 

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
の
開
催

　

今
年
の
健
診
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。
検

査
の
結
果
、
要
注
意
！
と
言
わ
れ
た
後
、
生
活

習
慣
で
改
善
し
よ
う
と
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

　

頭
で
は
理
解
し
て
い
て
も
、
な
か
な
か
変
え

ら
れ
な
い
の
が
生
活
習
慣
。
ま
ず
は
、
自
分
の

体
が
ど
う
い
う
健
康
状
態
な
の
か
を
、
も
う
一

度
健
診
結
果
を
振
り
返
り
な
が
ら
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

日　

時　

十
二
月
十
二
日（
火
）午
後
六
時
〜

場　

所　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー「
松
の
館
」

内　

容

　

講
義　

 

健
診
結
果
「
ち
ょ
っ
と
高
め
！
」
が

落
と
し
穴
〜
健
診
結
果
で
知
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
〜

　

講
師　

㈶
青
森
県
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

　

櫛　

引　

大　

輔　

医
師

　

な
お
当
日
参
加
の
方
は
、
今
年
の
健
診
結
果

表
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
推
進
課

電
話　

四
二－

二
〇
四
四

県
税
の
納
税
証
明
書
を

請
求
さ
れ
る
方
へ

　

手
続
に
は
、
印
鑑
（
法
人
の
場
合
は
代
表
者

印
）
と
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等
）
の
提
示
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
他
に
委

任
状
と
委
任
者
の
印
鑑
登
録
証
明
書
の
提
示
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

五
所
川
原
県
税
事
務
所　

総
務
課

電
話 

三
四－
二
一
一
一
内
線
二
〇
五

●
玉
掛
技
能
講
習
会

講
習
対
象　

 

つ
り
上
げ
荷
重
一
ト
ン
以
上
の
玉

掛
け
業
務

開
催
日
時　

 

一
月
十
六
日
〜
十
八
日
ま
で
（
三

日
間
）
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

開
催
場
所

　

学　

科　

㈳
西
北
労
働
基
準
協
会

　

実　

技　

斎
勝
建
設
㈱
構
内

　
　
　
　
　

 

五
所
川
原
市
大
字
太
刀
打
字
早
蕨
九
八－

四

受
講
資
格　

 

満
十
八
才
以
上
の
方
（
女
性
の
方

歓
迎
し
ま
す
）

受
講
料

　

① 

ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
等
運
転
士

免
許
を
受
け
た
方
又
は
床
上
操
作
式
ク

レ
ー
ン
運
転
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運

転
技
能
講
習
を
修
了
し
た
方

　

② 

一
ト
ン
以
上
の
玉
掛
の
補
助
作
業
に
六
カ

月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
方

　

③ 

一
ト
ン
未
満
の
玉
掛
作
業
に
六
カ
月
以
上

従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
方

受
講
料　

免
除
な
し
の
場
合

　
　
　
　
　

二
万
二
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

　
　
　
　
　

受
講
一
部
免
除
の
方

　
　
　
　
　

一
万
九
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

締
め
切
り　

 

一
月
十
日
か
定
員
八
十
名
に
達
し

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
小
型
移
動
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
会

講
習
対
象　

 

つ
り
上
げ
荷
重
一
ト
ン
以
上
五
ト

ン
未
満
の
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
業
務

開
催
日
時　

 

平
成
十
九
年
一
月
三
十
日
〜
二
月

一
日
ま
で
（
三
日
間
）
午
前
九
時

〜
午
後
五
時

開
催
場
所

　

学　

科　

㈳
西
北
労
働
基
準
協
会

　

実　

技　

斎
勝
建
設
㈱
構
内

　
　
　
　
　

 

五
所
川
原
市
大
字
太
刀
打
字
早
蕨
九
八－

四

受
講
資
格　

 

満
十
八
才
以
上
の
方
（
女
性
の
方

歓
迎
し
ま
す
）

受
講
料　

 

二
万
七
千
七
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代

を
含
む
）

締
め
切
り　

 

一
月
二
十
五
日
か
定
員
八
十
名
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
森
労
働
局
長
登
録
教
習
機
関

㈳
西
北
労
働
基
準
協
会

電
話　

三
五－

六
三
三
六

五
所
川
原
市
唐
笠
柳
字
藤
巻
四
九
五－

三

「
い
じ
め
相
談
電
話
」を
設
置

　

青
森
県
教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
は
ど

こ
の
学
校
で
も
、
ど
の
子
ど
も
に
も
起
こ
り

得
る
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
に
よ
り
「
い
じ

め
問
題
対
策
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
支
援
・
指

導
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
・

早
期
対
応
を
行
う
た
め「
い
じ
め
相
談
電
話
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

い
じ
め
で
悩
ん
で
い
る
み
な
さ
ん

　
　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
こ
こ
に
電
話
し
て

　

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
！

　
　

か
け
が
え
の
な
い
き
み
！

電
話　

〇
一
七－

七
三
四－

九
一
八
八

　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
も
同
じ
）

時
間　

 

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時（
上
記

以
外
は
留
守
番
電
話
で
対
応
し
ま
す
。）

※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

他
に
も

•
あ
た
た
か
テ
レ
ホ
ン（
東
青
教
育
事
務
所
）

　

電
話　

〇
一
七－

七
七
七－

五
二
二
二

•
一
般
教
育
相
談（
総
合
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
）

　

電
話　

〇
一
七－

七
二
八－

五
五
七
五

•
青
森
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

　

生
徒
指
導
相
談
電
話

　

電
話　

〇
一
七－

七
二
二－

七
四
三
四



＋
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●
つ
が
る
市
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
募
集

○
「
正
月
に
飾
ろ
う
！
し
め
縄
リ
ー
ス
作
り
」

日　
　

時　

十
二
月
十
六
日（
土
）　

募　
　

集　

 
小
学
一
年
生
〜
六
年
生
の
親
子

　

先
着
十
五
組
限
定

時　
　

間　

午
前
九
時
（
受
付
）
集
合
、

　
　
　
　
　

 

正
午
頃
解
散　

生
涯
学
習
交
流

セ
ン
タ
ー
「
松
の
館
」　

参
加
費　

一
人
四
百
円
（
材
料
費
）

申
込
期
間　

十
二
月
十
一
日
ま
で

○
「
冬
休
み
ス
キ
ー
教
室
！
三
日
間
」

日　
　

時　

平
成
十
九
年
一
月
九
日

〜
十
一
日（
火
〜
木
）

募　
　

集　

小
学
四
〜
六
年
生
先
着
二
十
五
名

時　
　

間　

正
午
集
合
・
午
後
五
時
解
散

　
　
　
　
　

 

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
「
松

の
館
」

場　
　

所　

 

鯵
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
（
送
迎
バ
ス

を
利
用
し
ま
す
）

参
加
費　

 

一
人
七
千
円
（
リ
フ
ト
料
、
傷

害
保
険
料
な
ど
）

参
加
資
格　

 

ス
キ
ー
を
準
備
で
き
、
三
日
間

参
加
可
能
な
方

申
込
期
間　

十
二
月
四
日
〜
二
十
日
ま
で

申
込
方
法　

 

生
涯
学
習
課（
四
九－

一
二
〇
〇
）

の
担
当
に
電
話
で
参
加
で
き
る
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
可
能
な
ら
松
の
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に

記
入
押
印
の
上
、
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

電
話　

四
九－

一
二
〇
〇

三
沢
基
地
内
大
学

入
学
者
募
集
・
説
明
会

　

三
沢
基
地
内
大
学
の
各
校
や
就
学
の
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

十
二
月
十
七
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

場　

所　

 

八
戸
市
ユ
ー
ト
リ
ー
八
階　

多
目
的

中
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
八
戸
駅
前
）

申　

込　

十
二
月
十
五
日（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所　

企
画
課

　

電
話　

四
二－

二
三
七
二

年末年始の診療日について
12月30日は通常どおり開院します。

　平成18年12月29日・31日

　平成19年 1 月 1 日・ 2日・ 3日｝は休診となります。
　なお、急患の方については年末年始問わず、毎日診

療が受けられます。

つがる市立成人病センター

毎月 1日は「県民交通安全の日」・15日は「高齢者交通安全の日」
12月11日（月）から20日（水）までの10日間は「平成18年冬の交通安全県民運動」です。

　この時期は忘年会シーズンで飲酒する機会が多くなり、飲酒運転による重大事故の発

生が懸念されるほか、夕暮れ時における高齢者の事故や積雪凍結路面でのスリップ事故

が多発する傾向等があることから、県民一人ひとりに交通安全思想の普及・浸透を図り、

交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけることにより、交通事故を防止

する。

　【運動の重点】　1　飲酒運転の根絶　　　　　　2　高齢者の交通事故防止

　　　　　　　　3　冬道の安全運転の推進　　　4　夕暮れ時の早め点灯の推進

　【スローガン】　『つい一杯　鈍る判断　待つ地獄』

つがる市安全・安心まちづくりフォーラム開催
　市民が安全で安心して暮らすことができるつがる市を実現するため、犯罪、事故等
の防止に努め、市民が互いに守り合い、支え合う地域社会をつくりましょう。
　みなさまの参加をお待ちしております。

　開催日時　平成18年12月19日（火）　13：30～16：00
　開催場所　生涯学習交流センター「松の館」
　内　　容　•つがる市少年防犯弁論大会優勝者発表　
　　　　　　　つがる市立柏中学校 3年　「一つの命で学んだこと」　佐々木彩香さん
　　　　　　•講演　①「侵入犯罪抑止対策」 青森県警察本部生活安全企画課警部補　加　藤　明 氏
　　　　　　　　　　②「最近の悪質商法の手口と対処方法」 青森県金融広報アドバイザー　小野寺　剛 氏

問い合わせ先　　市役所 総務課　電話 ４２－１１０５



　つがる市では、合併後 2年間、国の基準の60％で保育料を徴収してきましたが、近隣市町
村の保育料との均衡を図り、又、より充実した保育サービスを進めるために、平成19年度か
ら国の基準の70％の保育料に改定することに決定しましたので、保護者各位の特段のご理解
とご協力をお願いいたします。

各月初日の入所児童の属する世帯階層区分 18年 4 月 1 日現在の市保育料 19年 4 月 1 日以降の市保育料
階層区分 定　　　　義 3歳未満 3歳以上 3歳未満 3歳以上
第 1 　 生 活 保 護 世 帯 0 0 0 0
第 2 　 市

町
村
民
税

非 課 税 世 帯 5,400 3,600 6,300 4,200
第 3 ‒ 1 均 等 割 世 帯 8,550 6,750 9,750 8,250
第 3 ‒ 2 所 得 割 世 帯 11,700 9,900 13,650 11,550
第 4 ‒ 1

所　
　
得　
　
税

2 0 千　 円　 未　 満 13,800 12,000 15,000 13,500
第 4 ‒ 2  20千円以上　40千円未満 15,900 14,100 18,000 16,200
第 4 ‒ 3  40千円以上　64千円未満 18,000 16,200 21,000 18,900
第 5 　  64千円以上 160千円未満 22,350 20,550 24,430 22,780
第 6 　 160千円以上 408千円未満 26,700 24,900 30,550 29,000
第 7 　 4 0 8 千　 円　 以　 上 29,800 28,000 32,000 30,800

この広報紙は再生紙を使用しています。
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申込み資格　　保護者（両親及び祖母等）の就労または、出産、疾病、介護等により、乳幼児を保育できない家庭。
受付日時及び場所
　　市役所保健センター和室及び各支所民生福祉課。12月11日（月）・12日（火）（午前 9時30分から午後 2時まで）
　　指定日に申込できなかった場合は、12月26日（火）または27日（水）に福祉課において受付します。
申 し 込 み　　受付時に「入所申込書」を入所児童一人につき一枚記入していただきます。
申込書に添付する書類
　①源泉徴収票（平成18年分）　 　両親共働きの場合は 2人分必要です。当日持参できない場合は後日提出して

下さい。農業・営業所得等で確定申告される方は、その写しを添付してください。
　②課税証明書（平成18年度分） 　平成18年 1 月 2 日以降に転入された方は前住所地の市町村民税課税証明書

が必要です。
　③母子手帳（表紙の写し）　　　母親が出産、疾病の場合のみ（疾病の証明ができるもの）
　④就労証明書 　　　　　　　 　母親がパートや内職をしている場合に必要です。（用紙は各受付場所にあります。）
　⑤保育料口座引落しのため通帳及び金融機関届出印鑑
◎保護者が求職中の場合は入所期間が 1年間となります。
◎現在、入所している児童で就学前まで入所希望されている場合は、新たに入所申込の必要はありません。
　後日、家庭状況調書での申込みになります。
つがる市内保育所一覧

保育所（園）名 公私立 所　　在 電話番号 保育所（園）名 公私立 所　　在 電話番号
柴 田 保 育 所 公 木 造 柴 田 42-3243 牛 潟 保 育 所 公 牛潟町村上 56-3160
川 除 保 育 所 公 木 造 川 除 42-3139 木 造 保 育 所 私 木造千代町 42-2317
丸 山 保 育 所 公 木 造 丸 山 45-2860 館 岡 保 育 園 私 木 造 館 岡 45-3520
森 田 保 育 所 公 森田町森田 26-3032 木造北保育園 私 木 造 大 畑 42-1228
柏第一保育所 公 柏桑野木田 25-2062 菰 槌 保 育 園 私 木 造 菰 槌 45-3855
柏第二保育所 公 柏 玉 水 42-1130 銀杏ヶ丘保育園 私 木 造 浮 巣 42-6200
柏第三保育所 公 柏 鷺 坂 35-1025 いなほ保育園 私 稲垣町豊川 46-2679
車 力 保 育 所 公 車力町花林 56-2106 しげた保育園 私 稲垣町繁田
富 萢 保 育 所 公 富萢町荘野 56-2674
平成18年度で千年保育所が廃止に、平成19年度から繁田保育所（公立）が、しげた保育園（私立）になります。

平成19年度 保育所入所募集

　つがる市では、合併後 2年間、国の基準の60％で保育料を徴収してきましたが、近隣市町
村の保育料との均衡を図り、又、より充実した保育サービスを進めるために、平成19年度か
ら国の基準の70％の保育料に改定することに決定しましたので、保護者各位の特段のご理解
とご協力をお願いいたします。

各月初日の入所児童の属する世帯階層区分 18年 4 月 1 日現在の市保育料 19年 4 月 1 日以降の市保育料
階層区分 定　　　　義 3歳未満 3歳以上 3歳未満 3歳以上
第 1 　 生 活 保 護 世 帯 0 0 0 0
第 2 　 市

町
村
民
税

非 課 税 世 帯 5,400 3,600 6,300 4,200
第 3 ‒ 1 均 等 割 世 帯 8,550 6,750 9,750 8,250
第 3 ‒ 2 所 得 割 世 帯 11,700 9,900 13,650 11,550
第 4 ‒ 1

所　
　
得　
　
税

2 0 千　 円　 未　 満 13,800 12,000 15,000 13,500
第 4 ‒ 2  20千円以上　40千円未満 15,900 14,100 18,000 16,200
第 4 ‒ 3  40千円以上　64千円未満 18,000 16,200 21,000 18,900
第 5 　  64千円以上 160千円未満 22,350 20,550 24,430 22,780
第 6 　 160千円以上 408千円未満 26,700 24,900 30,550 29,000
第 7 　 4 0 8 千　 円　 以　 上 29,800 28,000 32,000 30,800

保
育
料
改
定
に
つ
い
て

　問い合わせ先　　市 役 所　福 祉 課　４２－１１１３　　森田支所民生福祉課　２６－２１１１
　　　　　　　　　柏支所民生福祉課　２５－２１１１　　稲垣支所民生福祉課　４６－２１１１
　　　　　　　　　車力支所民生福祉課　５６－２１１１


